悲しみを乗り越え、新しい道徳教育を創っていこう
　　　　　―自然とともに生きる生き方と世界へのご恩返し―
　　昭和女子大学　押谷由夫

　未曾有の大震災と津波。被害者のことを思うと、胸が締め付けられます。われわれにできることは何でしょう。一心に祈ること。それは被災者の側に立って考え、思いを馳せることです。その祈りを根幹にした、さまざまな具体的支援。そして何より、この大災害を教訓にして、悲しみを乗り越え新しい日本を一丸となって創っていく。このことこそ、犠牲者に対する最大の供養です。
その先導役を果たすのが、人間としての自分らしい生き方を学ぶ道徳教育です。
今回の大災害に対して世界のほとんどの国々から、大変なご支援をいただきました。自分たちの生活も苦しい中での支援に、心底感激します。そして、被災者の皆さんの様子がマスメディアで報道され、世界の国々から賞賛の声が寄せられています。この事実をもとに、これからの日本国民の生き方（道徳教育）を真剣に考えてみる必要があります。
一　世界の国々から賞賛された日本国民の生きる姿勢（倫理観・道徳観）

ここに一冊の本があります。別冊宝島編集部編『世界が驚嘆する日本人―海外メディアが報じた大震災後のニッポン―』（宝島社新書）です。私たちが大切にしてきた生き方を被災地の人々は実践してくださっているのです。自分よりもみんなのために生きる（みんなで助け合って生きる）。秩序ある生活を守る（自らを律する）。苦しいけれどもがんばる（あきらめない）、等々。そのことが、世界の人々から認められ賞賛されているのです。
二　自然とともに生きる生き方

日本国民は、このような生き方をどのようにして身に付けてきたのでしょう。歴史を紐解けば、一目瞭然です。日本国民は幾多の自然災害を乗り越え、いまの独自の文化を創ってきたのです。日本の土着文化や道徳観は、自然とともに生きる生き方の中から生まれたといっても過言ではありません。日本国民が大切にしてきた、自然とともに生きる生き方を、もっと根源からとらえなおし、取り組む必要があります。
三　世界の人々との交流を深める生き方

翻って、日本のいままでの学校教育は、外国のことをどれだけ意識する取り組みを行ってきたでしょうか。世界の国々からいただいたご支援に応えるべく、日本国民は世界の人々の幸福のために力を尽くさねばなりません。そのような生き方ができるように、学校の道徳教育を再検討していく必要があります。

テレビ等で報道されるように、若者たちも世界で活躍し熱きメッセージを贈ってくれています。このような若者を育てる教育を、心をこめて取り組んでいく。そのためにも、再度道徳教育を見直し、磐石の礎をつくっていこうではありませんか。
